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大木啓次先生退職記念号によせて
　大木啓次先生は、1995年に本学経営学部に教授として就任されて以来、
今年3月に退職されるまで、本学ならびに経営学部の発展のために尽くさ
れました。先生は、経営学部で「経済原論」「経済学」、「ゼミナール」の
講義を担当されました。また2000年度に開講された本学大学院では、「経済
学特論」を担当され、研究指導を通して研究者の育成にも当たってこられ
ました。
　研究者としての先生は、1964年に立教大学に就任されて以来31年の長き
にわたり、教育、研究に尽力してこられました。先生の長年にわたる功績
に敬意を表して、1995年立教大学名誉教授の称号が贈られました。立教大
学を定年退職されたあと、ご生家のある県内の白鴎大学に赴任されました。
　先生の研究の出発点は、マルクス価値論におかれました。処女論文『資
本制下における価値法則』（1953年）をはじめ『資本主義の基本的経済法
則とその歴史的発展』（1955年）、『価値の大きさを規定する労働分量につい
て』（1965年）、ガ単純労働』（1971年）、『不熟練労働』（1972年）に始まる
価値実体、社会的必要労働時間について数多くの論文を公表され、価値論
の根本問題を『資本論』にそくして詳しく研究活動をされてきました。
　先生は、家事労働や婦人問題についても研究を進められました。『家事労
働と婦人解放』（1978年）では、女性の解放を、私的個人労働の社会的労
働への転化として展望したものでした。その後、1980年代はじめ、先生の
研究領域は、社会主義に向けられました。『ソ連邦に共産主義社会は建設さ
れたか？』（1982年）や『ソ連邦に社会主義社会は建設されたか？』（1983
年）は、社会主義国における諸間題が一層顕在化された時代に、社会主義
の成立が宣言されているにもかかわらず、そこに見られた商品生産の拡大、
社会的不平等の拡大、特権階級の出現という現状をマルクス理論に照らし
て批判するという試みでした。さらに、既存の社会主義を生み出す理論的
支柱であったマルクス理論それ自体に問題があるという見解に達し、その
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全面的な再検討を研究されました。その結果、価値実体や剰余価値論の論
証が全く成り立たないということを主張されました。これらは、『マルクス
経済学を見直す』（1994年）に研究成果として集大成されました。先生の一
研究視点は、現代社会の投げかけた問題に答えようとしたものであり、現
実の諸矛盾の解決に大きく寄与されました。
　私は、立教大学の学部・大学院時代に長い間大変お世話になった最後の
内弟子の一人として、先生の退職記念号に携わることができましたことは
幸いでございます。大学卒業後に大木ゼミのO　B・O　G会がいまでも毎年
1回開催されます。世代を越えて多くのかつてのゼミ員がつどい、先生を
囲んで楽しい懐かしいひとときをすごします。これもひとえに先生のお人
柄と学生時代に公私にわたりお世話になったことのたまものにほかなりま
せん。今後とも折りにふれてご指導を仰ぎたいと存じます。
　大木啓次先生これまでのご指導、ご助言有り難うございました。
　先生のご健康とおしあわせをお祈りいたしております。
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